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研究成果の概要： 

 

消費文化や印刷文化の浸透を背景とする 18 世紀のイギリスの都市化は、人々の社会関係のあり

方に新しい次元をもたらすとともに、古い制度や組織が担ってきた機能を新たな社会関係資本

のネットワークのもとに再編する過程として進行した。都市社会はよりオープンになり、貧困

や犯罪は中位層以上の市民が対処すべき社会問題となる一方で、社会的な差異を作り出す新た

な力が作用し、参加型の地域社会もその性格を変えていった。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 5,700,000 0 5,700,000 

2007 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

2008 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

年度  

  年度  

総 計 13,000,000 2,190,000 15,190,000 
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１．研究開始当初の背景 
現代社会における問題関心にも支えられて、
イギリス 18 世紀における「公共圏」や中位
の階層の形成、消費革命などについての個別
的研究は、欧米でもわが国でも充実してきて
いる。しかしそれら諸論点を、この時代のイ
ギリス都市化のユニークな過程のなかで、相
互連関的に位置づけるような総合的試みは
なされていなかった。 
 
２．研究の目的 
「長期の 18 世紀」のイギリスにおける都市
化とその歴史的意義を解明する。この時期の
都市化には経済や人口の拡大という量的側
面より、質的変化の点で注目すべきものがあ
った。都市化は社会を組み立てる原理そのも
のの転換が進行していく過程であったとい
える。この過程を、「市民的社交圏」―ジェ
ントリも含めた、都市を基盤に展開される新
しい公式・非公式の社会的交渉関係―という
概念を手がかりに、消費、小売商業、地域社
会、貧困などの多面的視点から、実証的・総
合的に明らかにしていく。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 多面的なアプローチを担保するために、
研究代表者および分担者がそれぞれのテー
マを分担して研究する個別研究と、(2) 本
プロジェクト参加者全員が共同作業として
行うセミナー、データベース構築などの研究、
の二つを同時並行で進めた。全体を通して、
可能なかぎり、①未刊行の手稿を含む一次資
料に依拠すること、②資料をデータベース化
すること、③数量的・統計的分析を試みるこ
と、という原則のもとに研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 

(1) 個別分担研究の成果  

代表者および分担者による刊行済みまたは

刊行準備中の個別研究は以下の通り。 

① ロンドンと社交圏の広がり：  

中野は新しい社交圏の展開を促した重要な

要素として馬車利用の拡大に注目した。それ

は従来考えられていたよりも早く、17 世紀半

ばまでにはかなり普及していた。馬車は移動

の頻度、早さ、範囲を大幅に改善する輸送手

段として、ジェンダーや世代の差を超えて社

交圏を空間的に広げただけでなく、ジェント

リ層と広範な市民層を結ぶ社交のスタイル

を生み出すことにも貢献したことが、農村ジ

ェントリの世界と対比させつつ、ロンドン市

の記録や日記から解明された。中野はまた課

税記録などに依拠して、17 世紀末までには

「間借り」慣行が広く普及し、そのために地

方の住人にもロンドンの社交生活や消費文

化を享受する機会が担保されていたことを

明らかにした。また中野は「市民的公共圏」

の初期の舞台になったとされるコーヒーハ

ウスについて、最近の研究成果を整理し、そ

こでの社交の形態や「公共圏」としての機能

がもつ可能性と限界を指摘した。 

② 消費文化、商業、社交空間：  

道重と真保は、消費や商業が新しい社交生活

の展開と密接に関連していたことを明らか

にした。真保はロンドンにショールームをも

つ家具メーカー、ギロウを取り上げ、その取

引資料から顧客の社会的・地理的分布や、シ

ョールームの果たした役割を検討した。顧客

の大半はロンドンのウェストエンド周辺に

住む富裕なエスクワイア層であり、ショール

ームは単なる陳列のためのものではなく、コ

ミュニケーションの場としても機能してい

た。またギロウが顧客に提供したのは、家具

だけでなく、住宅に関わる様々なサービスだ

った。消費革命のリーダーといえるエリート

階級にとって、消費やショッピングは、単な

る経済行動を超えた対話と社会的交渉の機

会でもあったことを立証した。 

道重は、上流よりもむしろ中流階層を顧客と

し、18 世紀後半ロンドン西部の新興商業地区

で営業をおこなっていた衣料品小物商を取

り上げ、その経営分析を通じて小売商から提

供される商品やサービスの性格あるいは顧

客層の特徴などを検討した。この小売商は帽

子や服飾品などの商品を販売する一方で、そ

れらの洗濯・修理などのサービスをも提供し

ていた。店舗においてはポライトな雰囲気を

維持するため、その外観や周辺環境に注意を

払いつつ、また内部には顧客を接待する空間

を設定するなど、顧客との、また顧客同士の

積極的な交流の場を構築しようとしていた。

こうした営業活動を通じてこの小売商は、単

に商品を販売するだけでなく、顧客との交渉

を通じて、この社会層にふさわしい、上層エ

リート層とは異なる独自の、しかしファッシ

ョナブルな商品やサービスの提供をおこな

い、都市の消費空間を媒介とする社会的交流

の場を形成したのである。 

③ 地方都市、法人、社会資本：  

新しい社交世界の展開は、ロンドンだけの現

象ではなかった。唐澤はノリッジを対象に、



特にその都市法人の構成員の社会関係のあ

り方について、中世以来の共同体的組織の変

容と解体、都市における社会資本の整備のあ

り方、およびそれを支える社会関係資本の性

格といった観点から検討した。まず中世に起

源し、1732 年まで存続した聖ジョージ・カン

パニーについて考察した。この組織は、市長

就任式の運営に関わる負担を都市共同体構

成員の義務とみなし、市民からその担い手を

広く集めていき、宴会などを通じて都市共同

体の階層的秩序の維持・集団的アイデンティ

ティの確認を図ろうとした。だが 17 世紀末

以降、入会の忌避と役職就任の忌避が見られ、

最終的には廃止された。次に、主として収入

役会計簿の分析を通じて、都市における社会

資本の整備について検討した。この記録から

都市法人の所有する資産の実態などが明ら

かとなり、それが都市の基盤整備にとって重

要な財政的基礎となったこと、資産の運用が

都市法人の構成員間の社会的な信用関係に

支えられていたことが解明された。さらに、

近年、中間団体に関する再検討が進められて

いることを踏まえ、ギルド制度をめぐる論争

を中心に、工業化前ヨーロッパの社会関係資

本に関する最近の研究動向の一端を整理し

た。 

 小西は 18 世紀から 19 世紀のキングス・リ

ンを対象に研究を進めた。まずこの中規模都

市の「都市ルネサンス」を指導したエリート

市民とその活動を、市会、改良委員会、任意

団体などの分析を通じて解明するとともに、

都市改革法の時代に至るまでの長期の 18 世

紀を通じて、この都市の統治が比較的連続的

で安定していたことを立証した。さらにこの

時代の救貧税記録を用いて都市の階層構造

を統計的に把握し、それを都市行政の担い手

に関するデータとリンクすることによって、

この都市の統治が広い住民層の地位に応じ

た参加によって成り立っていたことを明ら

かにした。小西はまた地方都市とジェントリ

の関係にも注目し、キングス・リンから 10

マイル先の農村ジェントリ、アンソニー・ハ

モンドの手稿日記を転写・分析し、彼がコン

タクトをとった人たちの名前や住んでいる

場所、訪問した町や訪問の用件などを通じて

その社交圏を解明した。彼は中規模都市キン

グス・リンだけでなく、近隣の小都市スワッ

ハム、25 マイル先の州都ノリッジ、さらに首

都ロンドンと、都市の階層的なネットワーク

をもっており、それらを利用目的に応じて使

い分けをしていた。しかしこの日記は、アン

ソニー・ハモンドの最大の関心事が土地経営

にあり、ジェントリにとっての都市の存在を

強調しすぎるのは問題であることも示して

いる。 

④ 都市の地域社会と貧困、犯罪： 

都市化、消費社会化や新しい社交の展開は、

地域社会の内部では貧困や犯罪の問題と隣

合わせで進んだ。菅原と中野は、ファッショ

ナブルな都市文化の拠点としても急成長を

とげつつあったウェストミンスター市を事

例に、これらの問題を論じた。菅原は近世都

市に関する救貧行政と政治参加をめぐる歴

史学界の議論を踏まえながら、1730 年代まで

の地域社会としての実態を、コート・オブ・

バージェズの議事録を主要な資料とし、教区

の救貧記録などでこれを補いつつ、分析した。

論点の一つは、地域社会と国家の関係にある。

イングランド国家が在地の有力者の協力に

依存する「権力のネットワーク」から成り立

っていたとする近年の研究動向からすると、

都市共同体やその下位の小共同体における

役職の保有のあり方は、国家の性格を理解す

る鍵である。菅原は救貧行政や治安維持制度

における役職分担やそれをめぐる紛争の分

析を通じて、地域社会の参加の性格がしだい

に変質し、国会議員の選挙権をもつ「地方税」

納入者の デモクラシー （P.Corfield 教授

のいう「プロト・デモクラシー」）を基盤と

する社会が形成されていく過程にあったこ

とを論じた。 

同じくウェストミンスターの 18 世紀の貧民

尋問書を分析した中野は、1000 人ほどの貧民

の証言をもとに、社会の下層の人々の家族、

結婚、職業、移動、社会関係などについて検

討を加えた。一般にこれらの人々の移動性は

高く、家族関係も不安定で、再婚や重婚さえ

もめずらしくなかったが、同じ地域に長年に

わたって定着したと思われるものも無視し

えない数いた。また彼らにとっても、親族や

隣人との社会関係が重要な役割を果たして

いたことを立証した。 

都市化や消費文化の進展は、犯罪の頻度や性

質にも変化をもたらした。山本はこの問題を

検討するために、スタッフォードシャー文書

館に手稿資料として所蔵されている四季裁

判所記録（1777～1860 年まで現存）のデータ

ベース化に取り組んできた。1840 年までのデ

ータの転写は完了したが、1850 年頃になると、

犯罪者の識字能力や年齢、職業などについて



の調査なども掲載されるようになる。これら

には、犯罪そのものついてだけでなく、広い

意味での生活水準全般について考察できる

ような情報が多数含まれている。山本は当初

の計画に若干の修正を加え、犯罪をより広い

経済的・人口学的脈絡のなかで解釈すべく、

これらの史料を分析し、その結果を口頭報告

してきた。 

貧困や道徳的荒廃は新しい社交形態を基盤

とした社会の側の新しい対応を生み出す。そ

の一つが貧民の子弟の教育を目指した 18 世

紀の慈善学校である。中野はその歴史的意義

についても検討を加えた。慈善学校は基本的

に貧民子弟を既存の位階秩序に組み入れる

ことを目的とし、都市中位階層の任意団体の

会費により経営される 18 世紀に特徴的な制

度の一つだったが、限られた範囲ではあれ、

下層の識字率を押し上げ、文字・印刷文化、

引いては社交世界の底辺を広げることに貢

献した。 

(2) 共同作業による研究 

① 商工人人名録データベース：3 年間にわ

たり続けたThe Universal British Directory 

1793-1798 のデータベース化の基本作業を

完了した。人名だけで 20 万件にも達する膨

大なデータが蓄積されており、今後の 18 世

紀研究に多大な貢献を果たすと期待できる。

ただ部分的目的にはこのままでも利用可能

だが、より汎用性の高いデータベースとする

には、なお改良が必要とされる。 

② 海外交流とセミナー： 2007 年 5 月に 18

世 紀 都 市 史 研 究 の 第 一 人 者 で あ る

P.Corfield 教授を招聘し、2週間にわたって

早稲田大学、専修大学、東洋大学、北海道大

学、東北大学でセミナーを開催した。その際

の教授の「イギリスと近代？」と題する三つ

の講演は翻訳が完了しており、報告書として

2009年7月に関係者に配布される予定である。 

③ 研究会その他：研究の進捗を報告し、相

互に調整するために、3 度の合宿を含め、合

計 7回の研究会・報告会を開催した。また成

果の一部をイギリスの学会で報告するため、

研究分担者が渡英した。 
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